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ʰこΗΉͲ͹機器共用事業Ͳ͹成果ͳ今後͹展開ʱ



設備γϛートιンター整備事業(平成
23年度～平成25年度ɼ平成25年度͖Δ
一般経費化)

先端研究基盤共用促進事業(新た͵共用
εηテϞ導入支援プロήϧϞ)(平成29
年度～令和元年度)

先端研究基盤共用促進事業(研究機器相
互利用ϋットワーέ導入実証プロήϧ
Ϟ(SHARE))(令和元年度～令和2年度)

趣旨・目的

限ΔΗた資源を有効活用͢教育研究環
境͹整備を図ΖたΌɼ大学Ͷ͕けΖ全
学的͵設備Ϝϋζϟントを担うʰ設備
γϛートιンターʱを整備͢ɼ教育研
究設備͹有効活用Ͷ係ΖϜϋζϟント
機能͹強化を行うɽ

研究開発へ͹投資効果を最大化͢ɼ最
先端͹研究現場Ͷ͕けΖ研究成果を持
続的Ͷ創出͢ɼ複雑化ͤΖ新た͵学問
領域͵ʹͶ対応ͤΖたΌɼ研究設備・
機器を共用ͤΖεηテϞを導入ɼ運営
ͤΖɽ

研究機関͗相互Ͷ研究設備・機器を利
活用ͤΖたΌ͹課題を抽出・解決ͤΖ
研究機器相互利用ϋットワーέ構築͹
実証実験を実施͢ɼ大学間ɼ大学ͳ企
業間等͹研究設備・機器͹共用を推進
ͤΖɽ

主͵取組

• 部局͹共同利用施設ͳ͹連携ͶΓΖ
研究設備・機器͹共用体制͹構築

• 共用機器予約εηテϞ͹構築
• ϨϤーη制度(研究設備・機器͹共
用化支援)ͶΓΖ研究設備・機器͹
有効活用や共用化推進

• ιϝψー・講習会・技術相談等ͶΓ
Ζ利用者技術支援

• 機器利用者向けeϧーωンή͹構築

• 学内͹研究組織ͳ͹連携ͶΓΖ研究
環境基盤͹構築・強化

• 機器共用を支援ͤΖ組織(ソϨϣー
εϥン)間͹連携ͶΓΖ機能・活動
͹拡充・強化

• RAͶΓΖ研究支援体制͹強化
• 研究設備・機器͹ϜωϣΠϩ͹整
備・高度化

• 研究室͹光技術を基盤ͳ͢た先端的
計測・分析技術γービη͹提供

• 名誉教授ͶΓΖ高度解析γービη͹
提供

• ϨϠート測定実験͹実施

成果

• 比較的操作͢やͤい汎用機器͹共用
化͹促進

• オンϧ΢ン予約εηテϞͶΓΖ機器
情報͹一元化・共有化ɼ機器運用͹
効率化及び利用者͹利便性向上

• 機器利用όウύウ͹蓄積・共有
• 専門的知識・技術͹向上ͶΓΖ人材
育成

• 高度͵研究機器や分析技術͹活用Ͷ
ΓΖ研究支援

• 組織・分野͹枠を越えた研究者間͹
交流͹場͹形成(異分野人材ͳ͹交
流促進ͶΓΖ人的ϋットワーέ͹構
築)

• 支援技術͹向上や支援͹幅͹拡大
(多様͵ωーθͶ対応͢た利用環境
͹強化・充実)

• 各機関͹有ͤΖ機器・技術・知識͹
活用ͶΓΖ課題解決͹たΌ͹トータ
ϩソϨϣーεϥン͹提供

• 各機関ͳ͹密͵連携・協働ͶΓΖ
ϋットワーέͳ͢ͱ͹強Ί・特長を
活͖͢た人材育成支援γービη͹提
供

使う 交わΖ 活͖ͤ
体制・機器・人・技術 場・コϝϣωテΡ 挑戦・行動

本学の機器共用஦業の概要



本学の機器共用஦業の組織体制



阪大研究基盤共用機器

■創薬研究機器使用予約
Ϙーζ

阪奈機器共用
ϋットワーέ

大阪市立大学ɼ奈良高専

連携

連携

連携

本学の機器共用஦業の推進体制



共ྠ利用促進䛻関す䜛取組み

ϨϤーη制度ͶΓΖ研究設備・機器͹共用化支援
設備䞉機器ྡ

機器

所有

部局

䝸䝴䞊䝇のෆ容

修理、䜰ッ䝥䜾

䝺䞊䝗、その他

単結晶Ｘ線構造解析装置 理

䝢䜽䝉䝹型検出器

の導入

䜰ッ䝥䜾䝺䞊䝗

෇஧色性分散計超伝導磁石䜽䝷

䜲オ䝇タッ䝖付䝅䝇䝔䝮

理

装置の移設䛻䛛䛛

䜛設置及び調整、

工஦

移設

NMR (400MHz 溶液䞉固体) JEOL 
ECA

理

大容㔞䝥䝻䞊䝤の

導入

䜰ッ䝥䜾䝺䞊䝗

前臨床用7T-MRI装置 医

MR Spectroscopy
の導入

䜰ッ䝥䜾䝺䞊䝗

䝉䝹ソ䞊タ䞊 薬

UV䝺䞊䝄䞊の交換
修理

修理

飛行時間型質㔞分析計 (MALDI) 工

䝸䝙䜰検出器の交

換修理

修理

顕微䝷䝬ン分光装置 太陽

532nm䝺䞊䝄䞊の
交換修理

修理

䝉䜽タ䞊型質㔞分析計 (EI䞉CI䞉
FAB䞉FD䞉ESI䞉APCI) 

基

最新 Windows PC
への䜰ッ䝥䜾䝺䞊䝗

䜰ッ䝥䜾䝺䞊䝗

昇温脱離ガ䝇質㔞分析計 太陽

タ䞊䝪分子䝫ン䝥

の交換修理

修理

X線光電子分光分析装置䠄XPS䠅 産

最新 Windows PC
への䜰ッ䝥䜾䝺䞊䝗

䜰ッ䝥䜾䝺䞊䝗

NMR (500MHz 溶液) JEOL ECA 理

オ䞊䝖䝃ン䝥䝹チ䜵

ン䝆䝱䞊の導入

䜰ッ䝥䜾䝺䞊䝗

䝣䞊䝸䜶変換䜲オン䝃䜲䜽䝻䝖䝻

ン共鳴型質㔞分析計 (ESI)
理

窒素ガ䝇発生装置

の修理

修理

高性能䝕䝆タ䝹䝉䝹ソ䞊タ䞊 薬

䝣䝻䞊䝃䜲䝖䝯䞊

タ䞊の修理

修理

波長可変OPOパ䝹䝇䝺䞊䝄䞊／
䝘䝜䞉䝬䜲䜽䝻⛊時間分解分光測

定䝅䝇䝔䝮

工

䝺䞊䝄䞊光学系

䠄䝫ッ䜿䝹䝇䝉䝹、

ガ䜴䝅䜰ン䝭䝷䞊、

THG結晶䠅の修理

修理

Ｘ線光電子分光分析装置䠄ＸＰＳ䠅

産学

共創

Ar 䝇パッタ䜲オン
銃、検出器䠄䝬䝹チ

チ䝱ン䝛䝹䝖䝻ン䠅

の修理

修理

平成31年度ϨϤーη支援実績一覧

ϨϤーη制度ʤ研究設備・機器͹共用化支援ʥ

全学共同利用設備・機器͹登録･解除
͕Γび運用台数



機器利用者向け情報提供ワンηトップγービη͹実現

共用機器͹利用申͢込Ίɼ利用促進Ͷ係Ζ情報提供や機器利用Ͷ関
ͤΖ技術的͵相談等ͶワンηトップͲ応えΖ総合的ϛータϩγ΢ト
ʰ研究設備・機器共通予約εηテϞʱを構築

共ྠ利用促進䛻関す䜛取組み



技術人材育成䛻つい䛶

機器利用者向け͹講習会及びιϝψーͺ技術支援人材͹人材育成・
ηキϩΠップ͹場ͳ͢ͱ΍活用さΗͱいΖɽ
— 自己研鑽を目的ͳ͢たηキϩΠップ・όウύウ・最新技術͹紹介
— 意見交換・情報共有ɼ人材交流͹場͹創出

構造解析技術の最先端技術に関する講演会
2019年6月

中・上級者向け発光分光分析装置(ICP-AES)
による元素分析に関する講習会 2020年1月

講習会・ιϝψー͹参加者数ͳ開催数ʤ年度別ʥ



共ྠ利用䛻䛚け䜛学ෆの連携䛻つい䛶

機

器

利

用

者

複数の分㔝横断型の情報連携䛷䝴䞊䝄䞊の䝙䞊䝈䛻最適䛺ソ䝸䝳䞊䝅䝵ン

を提案

阪大ソ䝸䝳䞊䝅䝵ン方式

利用課題䛻適した

分析機器や手法

の紹௓䞉提案及び

技術相談

関連研究分㔝のソ䝸䝳䞊

䝅䝵ン組織

各学部

各研究⛉

各研究所

連携

⛉学機器䝸䝜ベ䞊䝅䝵ン䞉

工作支援䝉ンタ䞊

技術連携コ䞊䝕䜱䝛䞊タ䞊

よ䜚幅広い多様䛺

機器、関連分㔝の

専門家、分析䞉測

定手法、䝜䜴䝝䜴

等情報の共有化



学外䛸の連携䛻つい䛶



その他の活動஦例



NMR装置の遠隔化䞉䝸䝰䞊䝖活用

䜲ンタ䞊䝛ッ䝖を௓した、機器䝸䝰䞊䝖操作

画面共有を用いた、遠隔䝕䞊タ解析䞉遠隔講習 NMRの遠隔集中管理

その他の活動஦例



機器共用の促進䛻関す䜛課題䛸௒後の取組

1. 学内Ͷ偏在ͤΖ先端的研究・実験機器͹可用性向上
ソϨϣーεϥン間͹連携等を通ͣɼ分野横断的͵全学共創利用支援体制を構築

2. 研究機器͹ϨϤーη・機能強化促進
ϨϤーη支援経費を活用͢ͱɼ最新機器͹ϧ΢ンΠップ拡充͹たΌɼ新規購入支援ʤ一
部助成ʥを実施

3. 共用促進ͶΓΖ研究力向上効果͹評価指標͹必要性
機器を利用͢ͱ得ΔΗた研究成果情報を簡単Ͷ収集Ͳ͘ΖΓう͵仕組Ίを構築

4. 技術職員͹育成ͶΓΖ機器運用γϛート͹強化
研究支援人材育成支援体制͹構築及び業務補助員ʤ技術補助人材ʥ͹配置・活用

5. 共共拠点ɼ事業参画機関ͳ͹相互利用・連携促進ͶΓΖ研究支援体制͹強化
利用者対応͹たΌ͹支援人材を確保͢ɼそ͹人材を活用ͤΖたΌ͹仕組Ίや環境を整備

6. 学外͖Δ͹機器利用/依頼分析͹拡充・促進
多様化ͤΖϤーδー͹課題解決Ͷ向けͱɼ産学連携部門ɼURAͳ͹連携ͶΓΖ機能分担
ͳ相互補完ͶΓΕɼ新た͵Ϥーδー͹発掘や事業展開を推進


